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視
察
目
的
と
概
要

【
視
察
目
的
】

【
視
察
日
程
】

【
視
察
議
員
】

大
野

城
市

の
IC
T
利
活
用
に
よ
る
官
民
連
携
・
協
働
に
よ
る
新
し
い
公
共
事
業

、
お

よ
び

対
馬

市
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
事
業
の

取
り

組
み

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

板
橋

区
で

の
IC
T
活

用
事

業
や

文
化

観
光

施
策

な
ど

の
課

題
や

改
善

点
を

抽
出

し
、

さ
ら

な
る

施
策

充
実

に
向

け
て

の
方

策
を

考
察

す
る

。

お
な

だ
か

勝

佐
藤

と
し

の
ぶ

高
澤

一
基

田
中

や
す

の
り

計
4
名

月
日

時
刻

行
程

9
:3

0
東

京
国

際
空

港
（
羽

田
）
発

1
1
:2

0
福

岡
空

港
着

[昼
食

]→
昼

食
後

、
大

野
城

市
役

所
へ

1
3
:3

0
視

察
開

始
 ～

地
域

IC
T
利

活
用

モ
デ

ル
事

業
に

つ
い

て

1
5
:3

0
視

察
終

了

宿
泊

：
チ

サ
ン

ホ
テ

ル
博

多

1
0
:0

0
福

岡
空

港
発

1
0
:3

5
対

馬
空

港
発

→
対

馬
市

役
所

へ

1
1
:0

0
視

察
開

始
 ～

外
国

人
観

光
客

の
誘

致
と

課
題

、
防

人
の

島
新

法
に

つ
い

て

1
4
:0

0
視

察
終

了

[昼
食

]

1
6
:4

5
対

馬
空

港
発

→
福

岡
空

港
で

乗
り

継
ぎ

1
9
:4

5
東

京
国

際
空

港
（
羽

田
）
着

。
そ

の
後

解
散

2
0
0
9
/
9
/
3
（
木

）

2
0
0
9
/
9
/
2
（
水

）
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（
地
域
IC
T
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
）

大
野
城
市
は
高
齢
化
が

進
ん

で
い

る
地

域
、

若
い

転
勤

族
の

多
い

地
域

と
二

分
化

し
て

お
り

、
転

出
入

が
激
し

い
と

い
う

地
域
特
性
が
あ
り
、
そ

の
解

決
が

求
め

ら
れ

て
い

た
。

住
民

記
録

系
、

税
系

、
総

合
福

祉
の

シ
ス

テ
ム

を
連
携

し
一

元
管

理
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
し

て
い

く
こ

と
を

模
索

し
て

い
た

。
そ

の
た

め
地

域
I
C
T
利

活
用

モ
デ

ル
事

業
を
活

用
す

る
こ

と
に
し
た
。

例
え
ば
、
市
役
所
に
死

亡
届

を
提

出
す

れ
ば

、
福

祉
の

情
報

シ
ス

テ
ム

な
ど

に
も

連
携

し
て

、
手

続
き

が
行
わ

れ
る

な
ど

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

今
後

実
現

で
き

る
は

ず
と

考
え

る
。

事
業
開
始
に
到
る
背
景

地
域
の
具
体
的
提
案
に

基
づ

き
設

定
さ

れ
た

、
医

療
・

福
祉

・
介

護
に

関
す

る
地

域
課

題
で

、
I
C
T
の

利
活
用

を
通

じ
て

そ
の
解
決
を
促
進
す
る

取
り

組
み

。
全

国
的

課
題

の
解

決
に

資
す

る
も

の
、

か
つ

多
く

の
地

域
に

共
通

す
る
課

題
の

解
決

に
資
す
る
も
の
で
あ
る

必
要

が
あ

る
。

結
果

と
し

て
地

域
の

ユ
ビ

キ
タ

ス
化

の
促

進
と
I
C
T
利

活
用

の
普

及
促

進
に

繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す

。

仕
組
み
と
し
て
は
、
市

町
村

等
か

ら
総

務
省

に
提

案
。

総
務

省
は

モ
デ

ル
性

や
計

画
の

熟
度

な
ど

を
選

定
基
準

と
し

て
審

査
し
、
選
考
を
通
っ
た

モ
デ

ル
事

業
に

委
託

を
し

て
い

く
。

委
託

金
額

は
1
,
0
0
0
万

～
6
,
0
0
0
万

。

地
域
IC
T
利
活
用
モ
デ
ル
構
築
事
業
と
は
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容
と
見
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（
地
域
IC
T
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
）

「
高
齢
者
お
よ
び
健
診

等
に

関
す

る
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
の

構
築

」

高
齢
者
の
実
態
把
握
な

ど
の

調
査

を
、

市
内
4
箇

所
の

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

で
行

い
、

そ
の

報
告

書
を
デ

ジ
タ

ル

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
利
用
し

記
入

す
る

。
記

入
し

た
情

報
は

デ
ー

タ
と

し
て

処
理

さ
れ

、
C
A
T
V
網

を
利

用
し

た
V
P
N
回

線
を

通

じ
て
市
庁
舎
に
設
置
し

て
い

る
サ

ー
バ

に
蓄

え
ら

れ
る

。
蓄

え
た

情
報

を
各

福
祉

シ
ス

テ
ム

で
共

有
す

る
。
電

子
的

な
情

報
伝
達
を
行
う
こ
と
で

高
度

で
迅

速
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

実
現

し
て

い
く

事
業

を
実

施
し

て
い

く
。

モ
デ
ル
事
業
の
事
業
イ
メ
ー
ジ
（
平
成
2
0
～
2
2
年
度
）

例
え
ば
「
引
越
し
ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

」
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な
い

か
？

と
考

え
て
お
り
、
既
に
総
務

省
も

取
り

組
ん

で
い

る
。

地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー

ム
（

自
治

体
と

民
間

が
情

報
シ

ス
テ

ム
連

携
で

協
力

す
る

取
り

組
み

）
が

進
め
ば

、
こ

う
し

た
「
引
越
し
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ

」
も

実
現

が
可

能
性

を
高

ま
っ

て
く

る
は

ず
で

あ
る

。

将
来
の
構
想

＜
モ

デ
ル

事
業

の
進

行
計

画
＞

2
0
年

度
：
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
を

使
っ

た
情

報
収

集
・
整

理
の

仕
組

み
を

構
築

2
1
年

度
：
福

祉
分

野
に

お
け

る
共

通
の

情
報

シ
ス

テ
ム

を
構

築

2
2
年

度
：
福

祉
分

野
か

ら
住

民
記

録
分

野
、

税
分

野
に

も
シ

ス
テ

ム
を

拡
充

※
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
の

導
入

、
福

祉
の

共
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

そ
の

た
め

の
設

計
の
3
つ

が
モ

デ
ル

事
業

の
委

託
の

対
象

。

※
総

予
算

は
6
－
7
億

円
の

想
定

、
そ

の
う

ち
6
,0
0
0
万

円
が

委
託

金
額

と
し

て
認

め
ら

れ
た

。
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業
）

税
分
野
の
試
算
に
限
っ

て
に

な
る

が
、

個
別

の
シ

ス
テ

ム
の

ホ
ス

ト
化

よ
り

も
オ

ー
プ

ン
化

の
方

が
1
0
年

間
で

3
億

円
程

度
の
コ
ス
ト
が
低
く
な

る
結

果
が

出
て

い
る

。
共

通
基

盤
の

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

て
い

く
こ

と
は

コ
ス

ト
削
減

に
繋

が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
の
考
え
方

今
ま
で
は
国
の
決
め
た

こ
と

に
対

応
す

る
た

め
に

地
方

自
治

体
は

シ
ス

テ
ム

構
築

な
ど

の
対

応
を

し
て

き
た
。

韓
国
な
ど
は
国
が
制
度

を
変

え
た

時
は

国
が

シ
ス

テ
ム

構
築

ま
で

行
い

、
地

方
自

治
体

は
そ

の
シ

ス
テ

ム
を
使

う
よ

う
に

し
て
お
り
、
日
本
に
お

い
て

も
同

様
の

仕
組

み
が

望
ま

れ
る

。

地
方
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
問
題
点
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平
成
1
5
年
4
月
に
財
団

法
人
対

馬
国

際
交

流
協

会
を

設
立
。

協
会

を
通

じ
て

釜
山

市
に

対
馬

釜
山

事
務

所
を
設

置
。

現
地

で
の
対
馬
の
観
光

P
R
と

日
韓

交
流

の
拠

点
と

な
っ

て
い

る
。

国
際

交
流

協
会

の
年

間
予

算
額

：
約
1
,
0
0
0
万
円

。

＜
国
際
航
路
（
釜
山
～

対
馬

）
＞

平
成
9
年
1
2
月
に
厳
原

港
国
際

タ
ー

ミ
ナ

ル
、

平
成
1
1
年
4
月

に
比

田
勝
港

国
際
タ

ー
ミ

ナ
ル

を
開

設
し

航
路
誘

致
。

＜
交
流
イ
ベ
ン
ト
＞

対
馬
ア
リ
ア
ン
祭
（

8
月
第
1
土

日
）

：
対
馬

最
大

の
夏

祭
り

で
、

昭
和
3
9
年

か
ら

厳
原

港
ま

つ
り

と
し

て
開
催

。
昭

和
6
3

年
よ
り
対
馬
ア
リ
ア
ン

祭
と

し
て

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

を
追

加
。

江
戸

時
代

に
修

好
や

将
軍

の
要

職
祝

賀
な

ど
の
目

的
で

行
わ

れ
て
い
た
朝
鮮
通
信
使

行
列

を
約

5
0
0
人

規
模

で
再

現
。
約
3
0
,
0
0
0
人

の
観

客
、

そ
の

う
ち

約
3
,
0
0
0
人

が
韓
国

人
。

そ
の

他
に
、
対
馬
ち
ん
ぐ
音

楽
祭

（
8
月

下
旬

土
曜

）
、

国
境
マ

ラ
ソ

ン
I
N
対
馬

（
7
月

上
旬

日
曜

）
も

開
催

し
て
る

。

＜
国
際
交
流
員
＞

現
在
2
名
を
採
用
し
、

本
庁
観

光
物

産
推

進
本

部
に
1
名

、
上

対
馬

事
務
所

に
1
名

配
置

。
い

ず
れ

も
韓

国
人
。

そ
の

う
ち
1

名
は
、
国
が
薦
め
る
国

際
交

流
員

の
受

入
事

業
「
J
E
T
プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
よ

り
派

遣
さ

れ
て

い
る

。

＜
韓
国
人
観
光
客
の
経

済
効

果
と

韓
国

人
観

光
客

数
＞

島
内
消
費
額
：
約

2
1
.
6
億
円

、
生

産
誘

発
額

：
約
2
8
.
9
億
円

、
雇

用
所

得
誘

発
額

：
約
8
.
7
億

円
、

就
業

誘
発

数
：

3
4
2
人

平
成
2
0
年
度
：
7
2
,
3
4
9
人
、

平
成
1
9
年

：
6
5
,
4
9
0
人

、
平
成
1
8
年

：
4
2
,
0
0
2
人
、

平
成
1
7
年

：
3
6
,
6
3
6
人

。

現
在
の
外
国
人
登
録
数

は
5
1
人

。
以

前
は
貿

易
の

拠
点

と
し

て
韓

国
を

中
心

に
外

国
人

の
方

が
3
,
0
0
0
人

く
ら

い
。

観
光
目
的
と
し
て
は
、

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

、
釣

り
、

サ
イ

ク
リ

ン
グ

、
免

税
品

の
買

い
物

が
多

い
。

＜
観
光
客
誘
致
宣
伝
事

業
＞

韓
国
へ
の
対
馬
観
光
情

報
発

信
は

、
主

に
釜

山
事

務
所

か
ら

行
っ

て
い

る
。
H
P
開

設
、

メ
ル

マ
が

の
発

信
、
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
・

D
V
D
を

韓
国

内
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
へ
配

布
し

た
り

、
対

馬
観

光
へ

の
問

い
合

わ
せ

等
に
対

す
る

総
合

窓
口
と
し
て
い
る
。
平

成
2
1
年

度
は

、
対
馬

観
光

物
産

協
会

と
共

催
で

、
ソ

ウ
ル

で
観

光
説

明
会

、
釜

山
で
説

明
会

・
商

談
会
を
開
催
、
島
内
観

光
関

係
事

業
者

と
韓

国
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
の

意
見

交
換

会
を

開
催

。

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
と
課
題
に
つ
い
て
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が
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視
察
内
容
と
見
解
（
防
人
の
島
新
法
）

国
境
・
対
馬
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
は
一
離
島
の
問
題
で
は
な
く
、
国
家
的
な
課
題
で
あ
り
、
離
島
対
馬
の
住
民
が
安
心
す
る
生
活
環
境

を
構
築
す
る
こ
と
は
国
益
を
守
る
の
は
国
の
当
然
の
責
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
離
島
振
興
法
等
の
枠
を
超
え
た
新
法
（
特
別
措
置
法
）

の
制
定
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
人
口
は
過
去
7
万
人
い
た
も
の
が
、
現
在
は
3
万
人
に
減
少
。
住
民
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
国
防
・
国
益
上
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

防
人
の
島
新
法
の
必
要
性

・
国
防
上
に
お
け
る
重
要
な
監
視
、
前
線
基
地
の
見
張
り
役
・
密
航

・
密
輸
防
止
等
の
国
土
保
全
・
朝
鮮
半
島
で
の

有
事
の
際
の
避
難
民
の
受
け
入
れ

・
対
馬
海
峡
に
お
け
る
海
上
交
通
の
安
全
確
保

・
我
が
国
の
領
域
、
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全

・
外
国
由
来
の
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
や
油
の
早
期
発
見
、
本
土
の
防
波
堤
的
役
割

・
歴
史
的
に
外
国
（
特
に
東
南
ア
ジ
ア
）
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た

国
際
交
流
の
架
け
橋
的
役
割

・
地
球
温
暖
化
削
減
の
森
林
保
護
お
よ
び
海
洋
資
源
の
保
全

・
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
に
代
表
さ
れ
る
大
陸
系
動
植
物
の
保
護
と
保
全

・
悠
久
の
歴
史
を
活
か
し
た
癒
し
の
場
の
提
供

対
馬
が
担
う
役
割

1
.国
防
等
に
関
連
す
る
機
関
の
設
置

2
.領
土
保
全
に
対
す
る
特
別
措
置

3
.基
盤
整
備
に
対
す
る
国
の
負
担
、

補
助
の
割
合
の
特
例

4
.第
一
次
産
業
に
対
す
る
特
別
な
措
置

5
.漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
対
策

6
.本
土
と
の
条
件
同
一
化

7
.財
・
税
政
措
置

8
.特
別
な
金
融
措
置
な
ど


